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一
般
会
計
・
各
特
別
会
計

及
び
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

令和元年 9 月定例会報告

定例会の概要、トピックス…………………8
議案の議決結果、特別委員会………9 ～ 10
常任委員会…………………………………11
代表・一般質問、お知らせ…………12 ～ 13

題字　桜井高校 3 年書芸コース　平田　優奈　さん
写真　「三輪山朝焼け」　森　康祐　さん

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 議 案 の 議 決 結 果

定
例
会
の
概
要

　　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
９

月
２
日
㊊
～
27
日
㊎
ま
で
の
26
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
30
年

度
の
各
会
計
決
算
、
本
年
10
月
か

ら
始
ま
っ
た
幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
に
関
連
す
る
議
案
を
中
心
に

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
４
件

◇
平
成
30
年
度
決
算
・
・
・
８
件

◇
令
和
元
年
度
補
正
予
算

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
条
例
の
制
定
・
・
・
・
・
１
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
６
件

◇
市
道
の
認
定
・
変
更
・
・
12
件

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
・
・
１
件

◇
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
３
件

（
議
員
発
議
）

◇
意
見
書
・
・
・
・
・
・
・
１
件

◇
議
員
派
遣
の
件
・
・
・
・
１
件

一
般
会
計
の
実
質
収
支
は

４
億
３
、７
８
０
万
８
、０
３
０
円
の
黒
字 

議員定数及び
議員報酬等の

検討特別委員会を設置

議 員定数及び報酬等
について検討・調

査するため、全議員をもっ
て構成する桜井市議会議
員定数及び議員報酬等検
討特別委員会を設置しま
した。委員長には藤井孝博
議長、副委員長には大園光
昭副議長が就任し、調査検
討を行っていきます。

トピックス



9 Sakurai City Public Relations

議案番号
（付託委員会） 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 12号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（損害賠償の額を
定めることについて）

道路管理瑕疵による車両の破損について損害賠
償額を定める。

承認
（賛成全員）

報第 13号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（損害賠償の額を
定めることについて）

桜井市立保育所内で発生した児童の受傷事故に
ついて損害賠償額を定める。

承認
（賛成全員）

報第 14号

平成 30 年度桜井市土地開発基
金、水洗便所改造資金貸付基金
及び国民健康保険高額療養費貸
付基金の運用状況を示す書類の
提出について

地方自治法第 241条第５項の規定に基づく書類
の提出 提出

報第 15号
平成 30 年度決算に基づく桜井
市健全化判断比率及び資金不足
比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３
条第１項及び同法第 22 条第１項の規定に基づ
く報告

報告

認第１号
（決算特別委員会）

平成 30 年度桜井市一般会計歳
入歳出決算認定について

歳入決算額234億 6,484 万 5,444 円
歳出決算額 229億 9,289 万 2,771 円

認定
（賛成多数）

認第２号～
認第７号

（決算特別委員会）
平成 30 年度桜井市各特別会計
歳入歳出決算認定について

下水道事業、住宅新築資金等貸付金、国民健康
保険、駐車場事業、介護保険、後期高齢者医療

認定
（賛成全員）

認第８号
（決算特別委員会）

平成 30 年度桜井市水道事業会
計決算認定について

歳入決算額 12 億 7,257 万 3,590 円、歳出額
12億 3,588 万 8,996 円（消費税等を除いた額）

認定
（賛成全員）

議案第 31 号
（総務委員会）

令和元年度桜井市一般会計補
正予算（第２号）

補正額　１億 5 万９千円
幼児教育・保育無償化にかかる施設等利用給付費、
予防接種及び風疹抗体検査対応作業委託料等

可決
（賛成全員）

議案第 32 号
（総務委員会）

令和元年度桜井市介護保険特
別会計補正予算（第２号）

補正額　2 億 3,506 万 3 千円
介護給付費準備基金への積立金、介護報酬改定
に伴う介護保険システム改修委託料等

可決
（賛成全員）

議案第 33 号

成年被後見人等の権利の制限に
係る措置の適正化等を図るため
の関係法律の整備に関する法律
の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正
化等を図るための関係法律の整備に関する法律
の施行に伴い、成年被後見人等に係る欠格条項
その他の権利の制限において、措置の適正化を
図るため、整備条例を制定する。

可決
（賛成全員）

議案第 34 号
（総務委員会）

教育長の給与、勤務時間その
他の勤務条件に関する条例の
一部改正について

教育長の在任期間中における給料月額の特例と
して、本則の給料月額を 20％引き下げるため、
所要の改正を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 35 号
（文教厚生委員会）

桜井市立幼稚園保育料及び預
かり保育料条例の一部改正に
ついて

子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の
施行に伴い、利用者負担を無償化する等の措置
を講じるため、所要の改正を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 36 号
（文教厚生委員会）

桜井市老人憩の家条例の一部
改正について

指定管理者が地域の使用形態、使用者の利便性
等を勘案し、各施設の休館日を定められるよう、
所要の改正を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 37 号
（総務委員会）

桜井市災害弔慰金の支給等に関
する条例の一部改正について

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部を改正
する法律の施行に伴い、災害援護金の利率及び
保証人について、所要の改正を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 38 号 桜井市準用河川管理条例の一部
改正について

工業標準化法の一部を改正する法律の施行に伴
い、所要の改正を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 39号 桜井市水道給水条例の一部改正
について

水道法の一部を改正する法律の施行に伴い、指
定給水装置工事事業者の指定更新についての規
定を追加する等、所要の改正を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 40 号～
議案第 51 号

（産業建設委員会）
市道路線の認定・変更について 道路法第８条第１項及び第 10条第 3項の規定

に基づく市道路線の認定・変更。
可決

（賛成全員）

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 議 案 の 議 決 結 果
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委
員
長　
　
工
藤　
将
之

副
委
員
長　
金
山　
成
樹

委　
員　
　
小
西　
誠
次　
　
大
西　
　
亘

　
〃　
　
　
阪
口　
　
豊　
　
吉
田　
忠
雄　
　

　
〃　
　
　
土
家　
靖
起　
　
東　
　
俊
克　

委
員
会
審
査
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

問�　
桜
井
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
大
き
な

要
因
の
１
つ
に
、
ご
み
焼
却
炉
等
長
期
運

営
管
理
委
託
料
が
あ
る
。
ご
み
処
理
に
か

か
る
経
費
を
下
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答�　
本
市
の
ご
み
焼
却
施
設
は
、
令
和
４
年

11
月
で
長
期
運
営
管
理
委
託
契
約
が
満
了

す
る
。
そ
れ
以
降
の
適
切
な
維
持
管
理
費

算
定
や
維
持
管
理
業
務
の
効
果
的
な
遂
行

の
た
め
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
方
式
採
用
な
ど
、
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
の
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�　
桜
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
抜
本
的
な

改
革
、
改
善
が
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
よ

う
に
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答�　
新
し
い
事
務
局
長
の
も
と
で
職
場
の
環

境
改
善
に
努
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
桜
井
市
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
進

め
る
た
め
、
副
市
長
を
新
た
に
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
と
し
て
就
任
さ
せ
た
の

で
、
よ
り
良
い
社
会
福
祉
協
議
会
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問�　
新
た
な
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
項
目
を
見
る
と
、
福
祉
制
度
の
見
直

し
が
随
分
目
に
付
く
。
ま
ち
づ
く
り
に
力

を
入
れ
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
市
民
の
目

線
、
立
場
に
立
っ
た
き
め
細
か
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

答�　
住
民
福
祉
の
充
実
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
で
あ
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

国
、
県
の
基
準
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、

他
市
と
比
べ
て
違
い
が
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
今
後
も
住
民
福
祉
を
守
る
観
点
で

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問�　
地
籍
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答�　
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
令
和

６
年
以
降
に
検
討
を
進
め
た
い
。

問�　
今
回
の
決
算
内
容
を
見
る
限
り
、
反
転

攻
勢
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
考

え
る
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
、

５
年
後
、
10
年
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答�　
今
後
さ
ら
な
る
人
口
減
少
や
国
の
地
方

財
政
計
画
の
縮
減
な
ど
市
を
取
り
巻
く
状

況
等
に
変
化
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

行
う
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
手
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
取
組
み
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 議 案 の 議 決 結 果 ・ 特 別 委 員 会　 　 常 任 委 員 会

議案番号
（付託委員会） 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 52号
（総務委員会）

公の施設の指定管理者の指定に
ついて

施設：�忍阪地区、倉橋出屋敷地区、浅古地区、
赤尾地区各コミュニティ集会所

指定管理者：各自治会
指定期間：�令和元年 12 月 1 日～令和６年 11

月 30日

可決
（賛成全員）

発議案第３号
高齢者の安全運転支援と移動手
段の確保を求める意見書の提出
について

提出先　�内閣総理大臣、国土交通大臣
　　　　経済産業大臣、総務大臣、
　　　　国家公安委員会委員長

可決
（賛成全員）

発議案第４号 議員派遣の件 行政視察：産業建設委員会所属議員
　　　　　文教厚生委員会所属議員

可決
（賛成全員）

同第４号 教育長の任命につき同意を求め
ることについて 上田　陽一　氏 同意

（賛成全員）

同第５号
固定資産評価審査委員会委員の
選任につき同意を求めることに
ついて

西田　定　氏 同意
（賛成全員）

諮第２号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 福本　哲惠　氏 承認

（賛成全員）

平
成
30
年
度
決
算
を
審
査

　
決
算
特
別
委
員
会

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇、 反対 ･･･ × 、棄権 ･･･ △、 欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません
札
辻　
輝
巳

○

東　

俊
克

〇

土
家　
靖
起

○

岡
田　
光
司

○

吉
田　
忠
雄

×

藤
井　
孝
博
議
長

西　

忠
吉

○

我
妻　

力

○

阪
口　

豊

○

工
藤　
将
之

○

大
西　

亘

○

井
戸　
良
美

○

金
山　
成
樹

○

大
園　
光
昭

○

小
西　
誠
次

○

工
藤
敏
太
郎

○

議 員

議 案

認 第 1 号
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総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　（
付
託
案
件
５
件
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 議 案 の 議 決 結 果 ・ 特 別 委 員 会　 　 常 任 委 員 会

　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　（
付
託
案
件
２
件
）

令
和
元
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
抜
粋
）

問�　
保
育
所・幼
稚
園
の
給
食
費
に
つ
い
て
、

月
額
と
そ
の
金
額
と
し
た
経
緯
を
聞
き
た

い
。

答�　
保
育
所
は
月
額
主
食
費
６
０
０
円
、
副

食
費
４
、９
０
０
円
で
、
材
料
費
・
食
糧

費
に
よ
り
金
額
を
決
定
し
た
。
幼
稚
園
は

月
額
２
、０
０
０
円
で
、
業
者
弁
当
の
回

数
と
単
価
か
ら
算
出
し
た
。

問�　
風
疹
の
予
防
接
種
の
今
年
度
に
お
け
る

対
象
者
と
全
体
の
費
用
は
い
く
ら
か
。

答�　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和
47
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

２
、６
３
５
人
が
対
象
で
あ
る
。
費
用
は
、

抗
体
検
査
が
１
、４
７
４
万
７
０
０
円
、

接
種
が
７
２
１
万
５
、６
６
０
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

問�　

総
合
体
育
館
に
新
た
に
導
入
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
対
象
年
齢
、
利
用
時

間
帯
、
指
導
体
制
は
ど
う
か
。

答�　
対
象
は
成
人
、
時
間
帯
は
総
合
体
育
館

開
館
中
、
指
導
者
は
付
か
な
い
。

令
和
元
年
度
桜
井
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）（
抜
粋
）

問　
返
還
金
が
発
生
し
た
原
因
は
何
か
。

答�　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
委
託
料

は
、
会
議
の
回
数
が
予
定
数
に
満
た
な

か
っ
た
た
め
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
委
託
料
は
、
桜
井
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
た
事
業
日
数
が
依
頼
し

て
い
た
日
数
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
返

還
と
な
っ
た
。

桜
井
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
（
抜
粋
）

問�　
県
内
他
市
と
内
容
を
比
較
し
た
場
合
、

違
い
は
あ
る
の
か
。

答�　
桜
井
市
を
除
く
11
市
の
う
ち
10
市
は
、

当
市
と
同
内
容
で
あ
る
。
残
る
１
市
は
、

保
証
人
が
あ
る
場
合
は
1.5
％
、
な
い
場
合

は
貸
付
け
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

（
抜
粋
）

問�　
４
つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答�　
指
定
管
理
料
の
支
払
い
は
な
く
、
光
熱

水
費
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
で
あ
る
自
治
会
で
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
。

桜
井
市
立
幼
稚
園
保
育
料
及
び
預
か
り
保
育

料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
（
抜
粋
）

問�　
市
の
負
担
が
多
い
公
立
保
育
所
は
廃
止

し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
方
に
傾
い
て
い
く
と
危
惧
す
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答�　
桜
井
市
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
方
向
を
示
し
て
い
る
。
今

後
、
子
ど
も
も
減
っ
て
い
く
中
で
、
認
定

子
ど
も
園
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い

く
が
、
保
育
所
の
民
営
化
も
含
め
て
検
討

す
る
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

桜
井
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て　
（
抜
粋
）

問�　
年
間
利
用
者
は
一
定
あ
る
も
の
の
、
老

人
憩
の
家
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
同
じ

地
域
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
な
か
で
、
見
直
し
て
い
く
考
え
は

な
い
の
か
。

答�　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
の
兼
ね
合
い
に

つ
い
て
は
、
老
人
憩
の
家
の
対
象
は
高
齢

者
に
特
化
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
道
路
線
の
認
定・変
更
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

問�　
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
の
寄
附
を
今
後

も
受
け
る
と
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
補

修
・
維
持
管
理
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
年
間
予
算
と
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答�　
今
回
の
新
規
路
線
に
関
し
て
は
新
し
い

道
路
で
あ
り
、
維
持
費
に
関
し
て
は
ほ
ぼ

か
か
ら
な
い
。
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
に

関
し
、
毎
年
維
持
管
理
費
用
が
か
か
る
よ

う
な
こ
と
は
今
ま
で
に
な
い
。

問�　
民
有
地
の
中
を
走
る
市
道
が
あ
る
と
思

う
が
、
調
査
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答�　
民
有
地
の
中
を
走
り
、
未
供
用
と
な
っ

て
い
る
区
間
が
市
内
に
数
箇
所
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
調
査
し
な
が
ら
、
解
消
す
る

べ
く
変
更
し
て
い
き
た
い
。

問�　
幅
員
を
計
測
す
る
際
、
側
溝
も
含
め
て

計
測
し
て
い
る
が
、
基
準
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答�　
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
側
溝
は
、
蓋
を

か
ぶ
せ
、
道
路
の
機
能
と
し
て
強
度
的
に

も
問
題
が
な
い
の
で
道
路
幅
員
と
し
て
含

め
て
い
る
。

　
　
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
　（
付
託
案
件　
　
件
）
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�

松井市政 3 期目に向けての
ビジョンについて

問 松井市長は、11月に執行される桜井市長
選挙へ立候補を表明されたが、３期目に向

けて、任期中に実現できなかった、解決できなかっ
た課題の対応策と市民の健康と安全を守る医療政
策について尋ねる。

答 積み残された課題は少なくないが、財政が
厳しく、一度にはできないため、令和３年

度より実施する第６次総合計画に盛り込み、方針
決定をする予定である。道の駅構想については、
大神神社参道周辺整備が一定進み、整備が整った
段階で、全体構想を考えていきたい。医療政策に
ついては、誰もが地域で適切な医療、介護の提供
が受けられるように、奈良県が策定した奈良県地
域医療構想に基づいて、特に断らない医療、ＥＲ
体制や市内にある済生会中和病院のような地域医
療支援病院といった社会資源も活用しながら、市
の医師会・歯科医師会・薬剤師会ともしっかりと
連携し、必要な体制を確保していきたい。

　土家　靖起 議員

桜井市の財政について

問 桜井市の財政は厳しい状況にあるが、平成
30年度決算では４億７千万円余りの黒字

である。このことに、市民は矛盾を感じるのでは
ないかと危惧している。平成 30年度で基金をい
くら取り崩して黒字化したのか。全国的には市町
村の基金が増加するなか、桜井市は基金がほぼ無
くなる見込みだが、原因はどこにあると分析して
いるのか。また、講じている対策について聞きたい。

答 基金の繰り入れは、財政調整基金、職員退
職手当基金合わせて７億９千万円余りであ

る。以前より扶助費などの割合が高く、税収が少
ない状況だったが、人口減少などにより国からの
地方交付税や交付金等が大幅に削減され、厳しい
財政状況となった。対策として、第４次行財政改
革アクションプラン、人口減少を抑制するための
まちづくりや地方創生の取組みを進めている。
【その他の質問事項】●高齢者福祉の向上について●幼保
無償化について

�
代表質問（新政自民クラブ） 代表質問（桜井黎明の会）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

予防接種について

問 予防接種は、本人だけでなく、その家族や
周囲の人々、将来生まれる子どもたちの健

康をも守る重要な取組みと考える。無償で受けら
れる定期接種以外にも任意接種とされているロタ
ウイルス、おたふくかぜ、インフルエンザ等があり、
その費用は全額個人負担で子育て世代の大きな負
担となっている。特に、インフルエンザワクチンは、
接種する子どもが増えると学校での流行が抑えら
れ、学級閉鎖等の措置が減ることにより仕事を持
つお母さんにも有益と考える。市として任意接種
に対する助成についての考えを聞きたい。

答 ロタウイルス、おたふくかぜ、インフルエ
ンザの予防接種の必要性については十分認

識している。桜井市としては奈良県市長会や全国
市長会等を通じて定期接種の対象となるよう国等
に働きかけていきたい。
【その他の質問項目】●発達障がい者（児）や不登校・引き
こもり等の支援について

代表質問（公明党）

一 般 質 問 ・ お 知 ら せ

工藤　将之 議員

水道事業の県域一体化
について

問 奈良県は、奈良モデルとして取り組んでき
た広域連携を水道事業においても推進し、

県営水道と 28市町村の上水道事業の統合を行い、
効率化を図っていきたいとのことである。将来を
見据え、県域水道の一体化が必要であると思うが、
市長の考えを聞きたい。

答 市民の生活、経済の根幹となる上水道を将
来にわたり安全、安心で安定的に供給して

いくことが水道事業の使命であるが、本市単独で
すべての問題に対応していくことには限界がある。
県内水道事業体を一体化し、経営基盤の強化と施
設の共同化を図ることで施設の統廃合を行い、ス
ケールメリットを生み出し、コストの削減が図れ
るとともに、職員の技術継承にも資することがで
きるので、一体化を図ることが将来の水道事業の
持続的な経営に必要であると考える。
【その他の質問項目】●道路等の予算確保と長寿命化につ
いて

一般質問

　東　俊克 議員

 　大西　亘 議員
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小西　誠次 議員

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

岡田　光司 議員

一 般 質 問 ・ お 知 ら せ

�

桜井・宇陀地域ごみ処理
広域化について

問 桜井・宇陀地域の２市２村でごみ処理広域
化に向けて協議をしているが、進捗状況は

どうか。将来的に人口減少も予想されるなか、広
域化の枠組みについても柔軟な検討が必要と考え
る。現在のごみ焼却炉等運営管理委託契約が、令
和４年 11月に終了する。引き続き２市２村での
広域化を進めながらも、契約終了後の新たな処理
施設の整備を検討する必要があるのではないか。

答 本年７月に宇陀市長から「桜井市へのごみ
の搬入は行わないが、広域化については引

き続き協議したい」との申し出があったので、宇
陀市に再考を促し、その返事を待っている状況で
ある。ごみ処理施設の運営及び整備のあり方につ
いては、ごみ量・ごみ質の変化、老朽化対策など
の課題やコストを検討し、より効果的で最適な方
向性を見出すことが必要である。
【その他の質問事項】●グランビレッジ倉橋と桜井市総合福
祉センターとの連携について

人口縮減時代における
自治体のあり方について

問 人口縮減時代における自治体のあり方につ
いて、どのような考えを持っているか。職

員不足や働き方改革に対応して、業務の効率を大
幅に向上させると言われているＲＰＡ（ロボットに
よる業務の自動化）を導入すれば効果が得られる
と思うが、どのように考えているか。

答 国が提唱する Society5.0 が今後の鍵を握
ると捉えている。国の方針に従って人口減

少社会における市のあり方について、今後具体的
に検討していく。業務の見直し等を行いながら、
令和５年度に職員数を 480 名にする計画である
が、さらなる職員数の抑制で 470名にする。職員
数を削減すると、職員への業務負担の増加が懸念
されるが、係を超えた応援体制の強化で、職員一
丸となり常に効率化を意識して業務を進めたい。
ＲＰＡは、普及状況を見ながら導入を検討し、ス
マート自治体への転換に向け、より効率的な組織
体制の構築を行っていきたい。

�
一般質問 一般質問

　吉田　忠雄 議員

桜井市の子育て支援策
について

問 高校進学率が 90％を超える社会情勢で、
受験勉強が必要な中学生には学校外教育に

多額の費用がかかる。家計負担を強いられている
中学生がいる世帯への子育て支援策にはどのよう
なものがあるか。大阪市が実施している学校外教
育バウチャー（塾代助成事業）を参考に、桜井市
でも中学生がいる世帯の家計負担軽減を目的とし
た学校外教育バウチャーを検討してはどうか。

答 経済的な理由により就学困難な児童の保護
者に対し、学校の勉強に必要な費用の一部

を援助する制度がある。学習面については、放課
後学習会などを実施している。また、さまざまな
相談活動も実施している。中学生のいる世帯の家
計負担軽減に対しては、しっかりと受け止めなが
ら、子育て世代が住んでもらえる桜井市になるよ
うに取り組んでいきたい。
【その他の質問事項】●近鉄大福駅周辺地区のまちづくり
について

一般質問

  

お
知
ら
せ
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